
参考資料2-8

肝炎に関する普及啓発リーフレット等

厚生労働省が行うた主な普及啓発事業の概要

厚生労働省において、平成22年度に行つた主な普及啓発事業については以下のと
おりである。 ,

ポスター、り下フレットの作成 別紙 1

男J判氏2

月11砥 3

別紙 4

・ 広報誌「厚生労働J(5月 号)への掲載

肝臓週間及び同期間中の取組に関するプレスリ

ホームパージによる肝炎総合対策に関する広報

リース等
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22年度から
利用 しやすく変わりました。

~7 1

ご負担額を引き下げました。
*月 あたり1万円(所得により2万円)

核酸アナログ製剤治療と、

医学的に効果が高いと認められる方へのて

21回 目のインタ‐フェロン治療助成

を開始しました。

[月J剤11]

資)厚 生労働省

①

②

　

③

詳しくはお住まいの都道府県に

お問い合わせください。

インターフェコン治療、核酸アナログ製剤治療の

医療費助成猜っ_、ま∴

*景則、月あたり1万円
(世帯所得の高い方については、2万円 )

を超える部分について、医療費を助成します:
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肝
鶴

ウイルみ陛月干炎の検査について
¨̈

あなた
肝炎ウイメレス検査を受けたことがぁりますか?

は い ・  い い ジ L
・わからない―

早期発見、早期治療 !

●厚生労働省健康局疾病対策課 肝炎対策推進室
.rill´ :o3-5253-Hll(月 ～金曜日、9時半～18時 )

l;lt:´ :ll!::、 :/ノ、ぃヽ・、111!,l、 、・.R`,i!ヽ /卜 l“ 1).I1/1(C:lk・:1/k(kk“ 1ll:、 :ltlst lllh01:`'リ ノintlt,、 .|,:,:ll

●財団法人ウイルス肝炎研究財団 (病気の相談など)       =
TEI.:03-5689-8202(月 ～金曜日、10時～16時 )

U ltl´ :li11!、:/ム、、ヽ、、hi“ )riP/08 tl"1ヽ 11/1iltit、 11!nJ

hヽi::、 hn● lt"l・ :“ 工:11■.1ヽ

「いいえ」、「わからなぃ」を選んだ方は1

是非この機会に肝炎ウイルス検査
受けましょう !

γウイルス性肝炎とは?～

1 
羮:着革R讐昇彗言[:悸宿墓

だ悠蒼E腎篠片雇IT腰8程罷ば
変や肝がんに至ることもあります。

B型及びC型肝炎ウイルスの憲者・感染者は、合わせて300万
人を超していると推定され、1国内最大級の感染症とも言われて
います。  |

～肝臓のニックネ∵ムは “沈黙の臓器"～
肝炎になっても、1肝臓はなかなかSOSを出しません。「体

がだるしヽ」と気付くころには、かなりの重症になってしまって
います。でも大丈夫。肝炎ウイルスは、検査で分かります !肝
炎ウイルスに感染していても、適切な健康管理・治療で、肝炎
から肝硬変や肝がんに悪化するのを予防することが可能です。

十]T炎のほとんどは、肝炎ウイルスによって起こる「ウイルス性肝炎」です。

(お問い合わせ知
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Ql。 検査を受けるには?
【どんな検査 ?】

肝炎ウイルスに感染しているかどうかは、血液検査で判断します。
採血は短時間で済み、また、検査結果は数週間でお知らせできます。

※感染後は3か月ほどたたないと、陽性にならないこともあります。

【どこで受けられるの?】

検査を受診する機会としては、以下のようなものがあります。
・ お住まいの市町村での検診
・ お住まいの     の保健所での肝炎ウイルス検査
※実施日程や費用などは、それぞれの実施主体によって異なりますので、
別途お問い合わせください。

ウイルス性肝炎Q&| 《聾

Q2。 感 染が分かつたら?
肝炎ウイルスに感染していたとしても、肝臓の状態は人によってまち
まちです1,まずは、専門医に相談してみまし̀

kう t

<主な治療方法について>
○ インターフェロンは、免疫系・炎症の調節等に作用して効果を発

揮する薬剤で、ウイルス性肝炎を根治することができるものですこ
OB型 肝炎の場合は約3割、C型肝炎の場合は約5～ 9割の人が

治療効果を期待できます。
○ 核酸アナログ製剤は、B型肝炎ウイルスのDNA合成を阻害する

作用がある薬剤で、ウイルスの増殖抑制の効果があります。
※ 治療効果は、遺伝子型、ウ́イルス嫌などによって異なります.

Q3.医療費助成制度とは?
国と都道府県では、肝炎の有力な治療法であるインターフェロン治療や

核酸アナログ製剤治療に係る医療費について、あなたの負担額を軽減す
る助成を行つています。助成の対象となるのは

B型又はC型肝炎のインターフェロン治療及び

B型肝炎の核酸アナログ製剤治療 です。

あなたの世帯の所得に応じて、月当たりの医療費を軽減します。

詳しくは、都道府県又はお近くの保健所にお問い合わせください。

′
―

．

フ
′



<イ ンターフェロン治療について>
○ インターフェロンは免疫系・炎症の調節等に作用して効果を発揮する薬剤

で、ウイルス性肝炎を根治する目的で使用されます。

O B型肝炎の場合 約3割
C型肝炎の場合 約5割～9害」の人が)台療効果を期待できます。

※治療効果は、遺伝子型やウイルス1::な どによって異なります。

○ 強い副作用を伴 うことが多いので、医師とよ <相談 して <ださい。
11な

“

‖作り|!:イ ンフルエンザ様症状 (発熱、頭痛.筋内痛等)、 「111球 。好中球減少、lL小
板減少、不眠、抗うつ、投与部位の痛み、脱毛、めまい

<核酸アナログ製剤治療について>
○ 核酸アナログ製剤は、B型肝炎ウイルスのDNA合成を阻害する作用があ

る薬剤で、ウイルスの1曽殖IP制の効果があります。

O 治療にあたつては、下記のような留意点がありますので、専P3医療機関等
の医師とよ<相談して<ださい。             て

服用を中 lliす ることにより、lF炎が
'‖

悪する場合があ :〕 ますので、「1己の判llJiで 中 |llし た,い
てください。   ・

薬剤投与中に面1性ウイルスが|llJllし てJF炎が
'‖

悪するよりriが ぁりますので、 13イ 1電慢‖J「疾患
の治療に十分な力1識 と経験を持つ医miυ)ドで治療を受llる ことが必要です。   

‐

治療はどこで受ければ良いですか ?
都道府県では、肝疾患診療連携拠点病院を指定しており、ここを中心として、都道府

県内の各病院、そしてあなたのかかりつけ医が一緒になつて、あなたの治療を応援する
体制を作っています。

全国C型肝炎診療懇談会

治療に関して、何か不
安なことや気になること、

最新の治療などについて

間きたいことがあれば、
お気軽にかかりつけ医等
に相談してみて<ださい。

かかりつけ医

「都道府県における肝炎検査後肝疾患診療体制に関するガイドライン」(H!9.:26)よ り

~ア

イ〕



ウイルス性肝炎の治療に関するお知らせについて

肝炎ウイルスに

感染していることが分かったら

まずは専門医に相談してみましょう。
そこで、本格的な治療が必要かどうかを判断します。

肝炎ウイJbスに感染しても、ぼ忌法鷹彗g激な婆事声終わっ場合もあり、すぐには治療が必要では
また、治療は、症状と体の状態に合わせて選びます。

<主な治療法>
① 抗ウイルス療法 (イ ンターフェロン療法、核酸アナログ製剤
療法など)

肝炎ウイルスの増殖を抑える薬剤です。
※詳し<は内画をご覧<ださい。

② 肝庇護療法
肝臓の炎症を抑え、_肝細胞の破壊のスピードを抑える治療法

です。          
｀

7じ



インタァフェロン治療及び
核酸|アナログ製剤治療に対する医療費助成

「B型又はC型肝炎のインターフェロン治療」及び「B型肝炎に対
する核酸アナログ製剤治療」につぃて(あなたの世帯の所得に応じて、
月当たりの医療費が軽減されます。

以下の書類が必要となりますので、詳し<は都道府県又はお近<の
保健所におFo5い合わせください。

①月干炎治療 (イ ンターフェロン治療又は核酸アナログ製剤治療)受
給証交付申請書

②医師の診断書 (発行:かかりつけ医など)        :
③あなたの氏名が記載された被保険者証等の写し (発行:各保険者)

④あなたの属する世帯の全員について記載のある住民票の写し
⑤市町村民税課税年額を証明する書類 (発行:お住まいの市町村)

申請後の流れ (イメージ図)

:平成22年度からの変更点

2.助成対象医療に核酸アナログ製剤を追加しました。
従来のインターフェロン治療に加え、核酸アナログ製剤治療

も助成の対象となります:

3.2回 目のインタニフェロン治療助成を開始しました。
インターフェロン治療において、医学的に効果が高いと認め

られる方は、2回目の制度利用が可能となります。

I

1

1

ｌ

ｌ

』

③受給者証の交付
都道府県

77



感染拡大の予防のために

○ 現在は、B型母子感染予防や献血のスクリーニングなど、感染
の拡大防止対策によって、お産や輸血などによる肝炎の感染はき
わめてまれになっています:

〇 以下の常識的な注意事項を守っていれば、肝炎ウイルスが日常
生活で感染することは、まずあり得ません。 (<しゃみ、せき、
抱擁、食べ物、飲み物、食器やコップの共用などでは感染しませ
ん。)

<主な注意事項>
・ 歯ブラシ、カミソリ、ビアスなど血液がつ<可能性のあるも

のを他人と共用しない。
・ 血液や分泌物の付着したものは、むき出しにならないように

しっかり包んで捨てるか、流水でよく洗い流す。
・ 外傷、皮膚炎、鼻血、月経血などはできるだけ自分で手当て

をする。
・ 他人の血液が入る可能性のある入れ墨はしない。

※肝炎についてもっと力Iり たい方は「一般的なQ&A」 をご参照ください。

http://wwwnlhlWg().,P/bunyh/kcilkot1/kckkakt卜 k■hscnshotI),/indc、 .hinll

(お問い合わせ先)     .
● 厚生労働省健康局疾病対策課 肝炎対策推進室

丁EL:03■ 5253-1111(月 ～金曜日、9時半～18時 )

URL:hitp://www.hlhiw.8o.lP/bliny■ /kcnkol1/kckl(■ ku‐ kanscnshou()9/indc、 hlllll

● 財団法人ウイルス肝炎研究財団(病気の相談など)

TEL:03-5689-8202(月 ～金曜日、10時～16時 )

URL:httP://WWwvh巧 .0・ ,P/08.consul/indcx.hinl!

Mail:vhl@iCans.ocn■11.1)

(製作)厚生労働省健康局
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t)隼曇ガ革弩
′    [月 11低 3]

Press Release

平成22年 5月 14日      ′

健康局疾病対策課肝炎対策推進室

(担 当・内線)   今別府 (2943)

中 田(2949)

“

ttti電言舌)  、 o3(5253)1111

(ダイヤルイン) 03(3595)2103

肝臓週間について

'  
～肝炎は、早期発見・早期治療～

肝疾患についての正 しい知識の普及、感染予防の重要性についての認識を高める
ため、毎年 5月 の第 4週を「肝臓週間」と定めており、今年は 5月 17日 (月 )が
ら23日 (日 )ま での 1週間となっています。

この期間、厚生労働省、(財)ウ イルス肝炎研究財団及び地方公共団体等において
は、重点的な普及啓発活動を実施することとしてぃますので、お知らせいたします。

特に本年度は、F肝炎医療費助成」において、「B型肝炎に対する核酸アナログ製
剤治療の助成対象への追加」や「月額の自己負担限度額の引下げ」など制度の拡充
を行つたところです。また、保健所や委託医療機関において原則無料で受けられる
「肝炎ウイルス検査」も引き続き行つています。肝炎の早期発見・早期治療につなげ
ていただくため、これ らの制度を是非ご活用いただきたいと思います。

<ポイン ト>
・毎年 5月 の第 4週 (本年は 5月 17日 (月 )～23日 (日 ))は「肝臓週間」。
口肝疾患についての正 しい知識、感染予防の重要性についての認識を高めていただ
きたいこと。

・肝炎は「早期発見・早期治療Jが重要であること。
・医療費助成や肝炎ウイルス検査などの制度を活用いただきたいこと。

男1添 1 厚生労働省広報誌 (「厚生労働」 5月 号)での紹介記事   :
別添2(財 )ウ イル不肝炎研究財団主催のパネルディスカッション
別添3 地方公共団体における取組
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伍[り失Jこ o423動「 2

平成 22年 4月 23

衛生主管部 (方il)長  殿

厚イL労働省健‖〔局疾病対策ilt長

研り2()「 il「 |IFル歳i坦 ||||l υり'た方LI、二つい
‐
ご

lク イルス
|プ |:‖「炎|,た 、1可内l止 太υ)感染り1:でル,り 、検イドかr,治療 たで継ざHのな

いイ|:糸
「l`i/A″ ,有‖築力ちkめ ιbれて■」りにす。そυ,た め、サγィli労 1助 省

｀
で|■ 、 平lit 2 2

年度から、月「炎ヴ)IiLサ 馴,適 りJな 治療を す11lti:す るため、1昨 イ|¬ lり 1に成サし
た月F炎 力1策 九:本法、‖F炎 治療11略 会::准 において,に とlV9 t,れた1渋 わiυ )医学的

'11兄等をμ沓よ′_て 行ったll F炎 医り11費 lリメリ,比 1/91り i充を||:(と して、 和|イ更1′ |:lti西己慮した検ri

体制げ)拡充や治療体il‖ υ)1盗 倒青など総合的なえ!・ 策を実施しているところです。
こf/Dよ うな総合対策が円イ|に機能するた〆)に |「た、月F炎 に′́,いて急i■に1笙展し

ている知1見グ′
`に

枯に基づく!I:し ぃう]l識を|ク:療 1判係静のみな「,ず 1可民各位に持っ
ていただくことが極めて1「 要です.さ「りに、1111ヽ

・人 ‐人が、lFり

'(患

について
のll:し い知|,‖tを持つことは、地域やり殿場に||け る月|:り欠忠を予防する 11で iF要 で
あるのみな喝ず、患者や感染者1/9ノブ々 ′

)1/9差月||や偏見を防 |11す る }1で t,lL要 で
―
l~‖                      ‐

月F疾患についてIEし い知甜tの 普及と予防1/21臓要IJlの 知繊tを 高めることを目的
として、 平ルに3イF度から月イ・EJ法人ウィルス‖F炎イ″「究月イ・日1グ)主催にJこ り「月十臓週
‖

1」
が実施されているところですが、11成 22年度においては別紙あとおり実ブ

施さォじることとなつていますυ
ついては、貴職におかれまして (〕 こυ)jШ 間に合わせてFEし い力1識の普及啓発

に積極的に努めていただくととt)に 、これを契機に関係機関とも十分な連携を
図りつつ継続的な啓発活動を実施してぃただくょぅぉ願いします。
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1、 り:方ti l鶏 |り |

第 20回 「りIF臓週 間 」 運 lJIJJ実 施 要 領

「Л千‖歳iШ  I出 |」

我が国に 11、 急性及び慢性υ,肝臓り,i″「せて約 350フJ人 の 1「 臓 1ち 忠 静が r「 在する。
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か |・二さメl′ ている., 特に、 
“

″伯16:イ 11か ら1可 イセ並〔,(に 公でセを 1)っ
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'3..
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